
第1回
本コースの紹介
経理の心構え

経理実務講座 初級編



今日お話すること

•講師自己紹介

•本コースの紹介

•経理パーソンとして持つべき視点



講師自己紹介



自己紹介

眞山徳人（まやまのりひと）

1981年生 慶応義塾経済学部卒

2005年公認会計士第2次試験合格後、監査法人トーマツ
にて監査・コンサル業務に従事

2016年に独立。現在、人材育成の会社でCEOを、複数の
事業会社でCFOを務める。

2016年、日本最大級のスピーチコンテストで日本一になった
ことから、プレゼンテーションの専門家としても活動。

著書
江戸商人勘助と学ぶ 一番やさしい儲けと会計の基本
スピーチ・ツリー どんな場面でも人前でブレずに話せる技術



本コースの紹介



本コースのゴール

一人前の経理パーソンになる

半人前の
経理パーソン

一人前の
経理パーソン

一流の
経理パーソン



一人前の経理パーソンの要件

要件① 会社のビジネスに対する理解



一人前の経理パーソンの要件

要件② 会計処理における判断力



一人前の経理パーソンの要件

要件③ セルフメンテナンス能力



ちなみに、

一流の経理パーソンの要件

高い
コミュ力

強い
当事者意識

広い
ネットワーク



本コースで学ぶこと

•会社全体の業務の流れ

•経理業務における様々な論点



経理パーソンとして
持つべき視点



経理の機能

経理とは、一言でいえば「情報製造業」である。
（武田雄治「決算早期化の実務マニュアル」より）

情報の
集約

データ
統治

データ
作成

情報の
発信



視点① 自社のビジネス

企画開発 生産・製造
販売

マーケティング

経営企画・管理

外注先 サプライヤ

株主 金融機関 税務署

顧客

一般消費者



視点② 周辺業務との接点

経営企画 財務
狭義の
経理



視点③ ステイクホルダー

取引先

従業員・役員

税務署

株主・投資家

世界中の
関心のある人



今日お話したこと

•講師自己紹介

•本コースの紹介

•経理パーソンとして持つべき視点


